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ナ州立大学Department of Electrical Engineeringの特任教授（Research Professor）となり，その後はSET
というスピンオフ企業のコンサルタントを務めたのが，現在確認できる最終経歴である。日本人３研
究者によるノーベル賞受賞で，アメリカでもMaruska博士の業績を評価し直す機運が再興しつつある
からこそ，キャリアの終盤で大学教授に招聘される機会にも恵まれたと言えるが，ご本人の心中は，
察するに余りあるものがある。
　本文最後に登場するGaN系LEDで，高水準の結晶欠陥がありながらもうまく発光するメカニズムに
ついては，インジウムの添加とかつて量子井戸構造（quantum well）と呼ばれたものによる効果とさ
れている。量子井戸構造は，本文中では量子ドット（quantum dot）と呼ばれている。インジウムと窒
素の原子数個レベルの集まり，ないしは原子サイズでの不均一結晶（局在状態）が，非発光再結合を
促してしまう結晶欠陥（転位）よりも正孔を引きつけ，発光再結合を促し易いと説明されているよう
である。素人の想像で言えば，ゴツゴツの砂利を積み上げたのを多結晶の状態だとすると，サラサラ
の砂を積み上げたものが量子井戸構造と言えようか。またこの局在状態の応用は，他の半導体材料を
用いた発光デバイスでも有望視されている。
　また白色LEDについて，本文中に登場するのは，紫外光を発するLEDに蛍光体を添加したパッケー
ジをして，従来の蛍光灯と類似の方式で白色光を取り出す方式である。ただし当時は電気エネルギー
を光エネルギーとして取り出す効率（内部量子効率）が0.01％と非常に低かった。現在一般的にどの
水準の出力が可能かまでは分からないが，紫外光LEDを利用する方式には技術的優位性がないわけで
はないので，現在でも有望視された選択肢のようである。すなわち現在一般化している方式は青色
LEDを利用し，黄色光に変換する蛍光体との組合せで擬似白色光を取り出すものだが，紫外光を利用
したものは演色性に優れている（自然光に近い）と言われているからである。
